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コーディネーター  

菊池 章（大阪大学 感染症総合教育研究拠点 特任教授） 

河原 行郎（大阪大学大学院医学系研究科 ゲノム生物学講座 神経遺伝子学 教授） 

     主催：公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

         〒 560-0082 大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：otk-2023@senri-life.or.jp  Tel：０6-6873-2006 

https://www.senri-life.or.jp 

 -千里ライフサイエンス新適塾- 

「難病への挑戦」第６１回会合 

「難治がん克服をめざして」 

講   師  佐谷 秀行 （さや ひでゆき） 

藤田医科大学 腫瘍医学研究センター・橋渡し研究シーズ探索センター センター長 

慶應義塾大学 名誉教授 

日   時  ２０２５年２月 1７日（月）１８：００～２０：１５ 

場   所  千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会：６階 千里ルームＡ（WEB 配信併用） ～19:15 

懇親会：５階 Port５                       ～20:15 

参 加 費  講演会、懇親会とも無料 

定   員   会場参加８0 名、WEB 参加 200 名 

    参加は事前申込みされた方（申込締切り２月１３日）のみとし、定員に

なり次第締切ります。参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・

受付フォーム」からお申込み下さい。https://www.senri-life.or.jp 

   ＊オンデマンド配信は予定しておりません。 

mailto:otk-2023@senri-life.or.jp
https://www.senri-life.or.jp/
https://www.senri-life.or.jp/
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【要旨】 

「難治がん克服をめざして」 

藤田医科大学 腫瘍医学研究センター・橋渡し研究シーズ探索センター センター長 

慶應義塾大学 名誉教授 

佐谷 秀行 

 

死に瀕する重篤な疾患を抱える患者を救いたい―その一心で 44 年前に脳神経外科医の道

を歩み始めた私にとって、グリオブラストーマという脳腫瘍は、眼前にそびえ立つあまりに

高い壁だった。診断後 3年生存率が 5％以下という難治がんに対し、臨床医としての無力さを

痛感する日々。この壁を打破するには、そのブラックボックスたるバイオロジーを解き明か

し、仕組みを紐解く必要があると考え、基礎研究の世界に身を投じる決意を固めた。当時始

まったばかりのがん細胞の遺伝子解析を通じ、増殖機構を制御する分子の重要性に開眼した

私は、細胞周期、特に細胞分裂機構の研究に没頭した。単純に、細胞分裂を止めることが強力

ながん治療になると信じ、分裂を進行させる分子に対する阻害剤の開発に取り組んだ。この

取り組みには様々な困難が伴ったが、後にトランスレーショナル研究を進める重要な一歩と

なった。 

細胞分裂の研究を深化させるうちに、腫瘍を殲滅するためには増殖を止めるだけでは十分

ではなく、腫瘍細胞の起源とその進化過程での不均一性の理解が重要であることに気づき、

不均一性の根源であるがん幹細胞研究にエネルギーを注ぐようになった。がん幹細胞はがん

組織の起源であり、その維持を担う存在である。臨床的に見て、がん幹細胞の最も重要な特

徴は、治療抵抗性を示し、再発や転移の原因となる点にある。しかし、その治療抵抗性のメカ

ニズムは多彩かつ極めて複雑である。長年にわたるがん幹細胞の特性解析を通じ、がん幹細

胞が活性酸素の上昇によって誘導される細胞死、すなわちフェロトーシスに対する耐性機構

を備えていることを明らかにした。さらに、その耐性を克服するため、FDA承認済みの既存

薬ライブラリーを用いたスクリーニングを行い、予想すらしなかった 2 つの分子を抑制する

ことで治療抵抗性を示す細胞に特異的かつ強力にフェロトーシスを誘導できることを発見し

た。現在、これら 2つの分子を抑制する既存薬併用治療を医師主導治験として実施している。 

本セミナーでは、これらの基礎研究データがどのようなプロセスとどのような専門家達の

支援を得て臨床研究へと繋がったかについて述べてみたい。さらに、そのノウハウを活かし

現在新たに挑戦している実装化プロジェクトについても紹介したい。 
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